
国
会
前
で
19

日
行
わ
れ
た

「
憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン
」
に
連
帯

す
る
行
動
が
全
国
各
地
で
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。

高
松
市
の
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場

前
に
は
約
70
人
が
参
加
し
、
バ

ル
ー
ン
（
風
船
）
や
プ
ラ
カ
ー

ド
を
掲
げ
、
コ
ー
ル
や
ス
ピ
ー

チ
を
し
ま
し
た
。
高
松
駅
周
辺

で
は
全
国
に
連
帯
す
る
３
回
目

の
デ
モ
で
す
。

国
会
前
で
の
行
動
に
共
感
し

て
参
加
し
始
め
た
と
い
う
40
代

の
女
性
は
「
デ
モ
は
人
の
視
線

に
さ
ら
さ
れ
る
の
が
イ
ヤ
だ
し
、

怖
い
。
で
も
、
今
の
政
治
状
況

は
よ
く
な
い
。
勇
気
を
出
し
て

参
加
し
、
主
権
者
の
思
い
を
デ

モ
で
体
現
し
て
『
見
え
る
化
』

し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

政
府
へ
の
憤
り
か
ら
デ
モ
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
30
代
の
女
性
は
「
政
治
は
、

ど
こ
を
向
い
て
い
る
の
か
。
国

民
の
た
め
の
政
治
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

Ⅹ
で
の
呼
び
か
け
を
見
て
、

エ
ッ
ク
ス

自
分
一
人
で
も
行
動
し
た
い
と

３
回
目
の
参
加
の
20
代
の
女
性

は
「
『
戦
争
し
て
ほ
し
く
な
い
』

と
自
分
が
当
た
り
前
に
感
じ
て

い
る
こ
と
を
何
度
も
訴
え
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

い
ま
起
き
て
い
る
こ
と
が
知

り
た
い
と
父
親
と
二
人
で
参
加

し
た
中
学
生
の
男
性
は
「
い
ろ

い
ろ
な
人
に
政
治
や
デ
モ
の

こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

（
自
身
は
）
逃
げ
ず
に
向
き

合
い
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

デ
モ
カ
レ
ン
ダ
ー
に
記
録

さ
れ
て
い
る
全
国
の
連
帯
ア

ク
シ
ョ
ン
だ
け
で
も
、
45
都

道
府
県
で
２
０
１
カ
所
で
５

万
人
以
上
（
国
会
前
３
万
６

千
人
含
む
）
が
参
加
し
て
い

ま
す
。

新
婦
人
香
川
の
「
平
和
部
」

の
若
者
の
呼
び
か
け
で
、
Ｊ

Ｒ
高
松
駅
広
場
に
て
17
日
午

後
７
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
で
連
帯
が
広
が
る

ペ
ン
ラ
イ
ト
デ
モ
で
す
。
香

川
で
も
４
月
８
日
の
平
和
の

た
め
の
デ
モ
行
進
に
続
い
て

今
回
の
集
会
に
な
り
ま
し
た
。

主
催
者
の
若
者
の
挨
拶
か

ら
始
ま
り
、
参
加
者
全
員
で
、

憲
法
前
文
を
読
み
上
げ
、
次

か
ら
次
へ
と
好
き
な
条
文
を

読
み
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

99
条
の
読
み
上
げ
【
２
面
に
】
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村
木
厚
子
さ
ん
が
出

演
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
を

聴
い
た
時
、
癒
さ
れ

る
語
り
口
に
引
き
込

ま
れ
ま
し
た
。
冤
罪

を
着
せ
ら
れ
た
苦
言

よ
り
も
、
勾
留
者
に

若
い
女
性
が
多
く
い

る
こ
と
を
気
に
留
め

て
、
後
に
「
若
草
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
た
事
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

▼
村
木
さ
ん
の
著
書
「
お
ど
ろ
き

の
刑
事
司
法
」
が
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。
「
郵
便
不
正
事
件
」
の
取
調

べ
中
に
検
事
が
『
私
の
仕
事
は
、

あ
な
た
の
供
述
を
変
え
さ
せ
る
こ

と
で
す
』
と
威
圧
し
た
り
、
検
察

官
に
よ
る
証
拠
改
竄
の
事
実
経
過

が
詳
し
い
で
す
。
無
罪
確
定
後
、

法
制
審
議
会
の
委
員
に
選
任
さ
れ

て
刑
事
司
法
制
度
の
改
革
に
取
り

組
ま
れ
ま
す
が
、
検
察
や
裁
判
所

の
無
謬
体
質
と
組
織
防
衛
の
実
態

も
深
刻
で
す
。
本
書
で
は
、
組
織

改
革
す
る
に
は
無
謬
性
を
払
拭
し
、

誤
り
を
肯
定
的
に
認
め
た
う
え
で

改
善
す
る
姿
勢
が
肝
要
で
あ
り
、

国
民
に
も
「
間
違
い
を
許
さ
な
い

社
会
」
か
ら
「
間
違
い
を
正
せ
る

社
会
」
へ
の
発
想
の
転
換
を
求
め

て
い
ま
す
。
▼
大
川
原
加
工
機
事

件
で
の
、
警
察
官
に
よ
る
内
部
通

報
や
裁
判
で
の
証
拠
捏
造
証
言
は

「
刑
事
司
法
の
闇
」
の
中
の
光
で

あ
り
、
村
木
さ
ん
が
提
言
す
る
改

革
が
不
可
能
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
（
ち
）

広
が
る
『
戦
争
ダ
メ
』

全
国
や
香
川
で
も
政
治
の
現
状
を
『
見
え
る
化
』

19
日
投
開
票
の
地
方
議
員
選

挙
で
、
日
本
共
産
党
は
22
市
８

町
１
村
で
50
氏
を
立
て
、
45
氏

が
当
選
し
ま
し
た
。

綾
川
町
議
選
挙
で
は
、
定
数

２
減
の
な
か
、
日
本
共
産
党
の

現
職
が
２
期
目
と
な
る
現
有
１

議
席
を
確
保
し
ま
し
た
。

◆
綾
川
町
14
議
席
（
２
減
）

17
人
立
候
補

◎
三
好
和
幸
63
現

８
５
９
票

３
位
当
選

▽
共
１
（
１
）
国
２
（
０
）
公

１
（
１
）
無
10
（
14
）
、
議
席

占
有
率
７
・
14
％
（
６
・
25
％
）

（
＊
カ
ッ
コ
内
は
過
去
の
２
０

２
２
年
綾
川
町
議
選
の
結
果
。

今
回
の
投
票
率
56
・
91
％
）

綾
川
町
議
選

三
好
和
幸
さ
ん
が
当
選

平
和
憲
法
を
守
る

た
め
の
緊
急
ア
ク

シ
ョ
ン
at
香
川

新
日
本
婦
人
の
会

【
３
面
か
ら
】
徳
島
小
松
島
港

な
ど
の
７
港
湾
を
「
特
定
利
用

空
港
・
港
湾
」
に
指
定
し
て
い

ま
し
た
。

申
し
入
れ
書
は
、
高
松
空
港

は
２
０
０
万
人
以
上
が
利
用
す

る
と
し
、
「
県
民
の
平
和
と
安

全
を
脅
か
す
許
し
が
た
い
事
態
」

と
批
判
。
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ

エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
で
も

周
辺
国
で
多
数
の
民
間
空
港
が

被
害
を
受
け
て
い
る
と
し
、

「
民
間
空
港
の
軍
事
利
用
は
ス

ト
ッ
プ
す
べ
き
で
す
」
と
訴
え
、

指
定
に
反
対
す
る
よ
う
求
め
て

い
ま
す
。

共
同
代
表
の
樫
昭
二
香
川
県

議
、
藤
原
高
明
医
師
ら
共
同
代

表
の
４
人
は
池
田
豊
人
県
知
事

あ
て
申
し
入
れ
書
を
県
の
交
流

推
進
部
空
港
振
興
課
の
嶋
本
徹

也
課
長
に
手
渡
し
、
懇
談
し
ま

し
た
。

共
同
代
表
の
藤
原
高
明
医
師

は
、
２
０
２
４
年
４
月
の
高
松

港
の
「
特
定
利
用
港
湾
」
指
定

時
と
同
じ
く
、
県
民
の
意
見
を

聞
か
ず
、
県
議
会
で
の
説
明
や

議
論
が
不
足
し
て
い
る
と
述
べ

ま
し
た
。

そ
の
後
の
抗
議
集
会
で
は
、

共
同
代
表
の
日
本
共
産
党
の
樫

昭
二
香
川
県
議
は
「
香
川
県
民

が
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険

性
を
、
民
間
の
港
や
空
港
の
軍

事
利
用
で
増
大
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
」
と
訴
え
る
な
ど
リ
レ
ー

ト
ー
ク
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
岡
田
ま
な
み
、

藤
沢
や
よ
い
両
高
松
市
議
も
参

加
し
ま
し
た
。
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い
い
の
山

丸
亀
市
に
あ
る
飯
野
山
へ
登
っ

た
。
讃
岐
富
士
と
も
い
う
。
登
山

ル
ー
ト
は
坂
出
、
飯
野
町
、
飯
山

町
と
三
つ
あ
る
。
久
し
ぶ
り
な
の

で
歩
き
や
す
い
飯
野
町
登
山
口
を

選
ぶ
。
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
を
手
に
入
れ
、
午
前

九
時
四
五
分
に
ス
タ
ー
ト
。

登
り
口
が
急
坂
だ
。
続
々
と
下

山
者
が
来
て
「
お
早
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
挨
拶
が
忙
し
い
。
間
も
な

く
長
い
上
り
。
傾
斜
が
緩
く
道
幅

が
広
い
。
足
慣
ら
し
だ
。
鳥
が
さ

え
ず
る
の
で
空
を
見
上
げ
れ
ば
ま

だ
葉
っ
ぱ
が
な
い
高
枝
で
五
，
六

羽
の
小
鳥
が
遊
ん
で
い
る
。

三
合
目
で
坂
出
ル
ー
ト
と
合
流

し
鋭
角
に
折
れ
る
。
道
幅
が
狭
ま

り
ゴ
ロ
ゴ
ロ
岩
が
多
く
な
る
。
ね

ん
挫
し
な
い
よ
う
慎
重
に
足
を
運

ぶ
。
杖
が
役
に
立
つ
。
四
合
目
で

眺
望
が
開
け
、
西
の
方
角
に
天
霧

山
、
我
拝
師
山
を
望
む
。
茶
色
の

猫
が
現
れ
た
。
良
く
肥
え
て
毛
は

ふ
さ
ふ
さ
だ
。
馴
れ
馴
れ
し
い
。

道
は
反
時
計
回
り
に
昇
る
。
五

合
目
で
像
頭
山
と
土
器
川
を
眺
め

六
合
目
で
は
、
は
る
か
大
川
山
と

讃
岐
山
脈
を
望
む
。
八
合
目
で
飯

山
町
ル
ー
ト
と
合
流
。
こ
の
道
は

南
斜
面
を
直
登
し
階
段
の
連
続
で

眺
望
は
無
い
。
若
者
が
下
っ
た
。

こ
こ
か
ら
一
気
に
登
り
樹
林
の
ト

ン
ネ
ル
を
抜
け
た
ら
頂
上
だ
。

標
高
四
二
二
㍍
。
所
要
時
間
一

時
間
余
。
若
者
は
も
っ
と
速
い
。

三
〇
㍍
下
の
伝
説
の
お
じ
ょ
も
岩

と
展
望
台
は
必
見
だ
。
眼
下
に
土

器
川
と
丸
亀
平
野
が
広
が
り
、
奥

に
像
頭
山
と
善
通
寺
の
五
岳
山
、

天
霧
山
が
並
ぶ
。
屏
風
が
浦
と
呼

ば
れ
る
弘
法
大
師
空
海
の
古
里
だ
。

遠
く
に
霞
む
の
は
四
国
山
脈
。

山
道
を
修
復
す
る
一
日
一
石
運

動
を
実
施
中
で
土
入
り
袋
を
両
手

に
提
げ
て
登
る
人
に
出
会
う
。
四

月
二
二
日
は
讃
岐
富
士
の
日
。

平
安
時
代
の
歌
人
西
行
法
師
の
作

と
伝
わ
る
歌
が
あ
る
。

讃
岐
に
は

こ
れ
を
ば
富
士

と
い
い
の
山

朝
げ
の
煙

た
た
ぬ
日
ぞ
な
き

猫
の
し
っ
ぽ

白
方

微
風


